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ト生活改善アンケー
　　　全世帯対象～調査結果まとめ

　さる4月、5月にかけて行った『生活改善に関する調査』冠婚葬祭を改善す
るアンケート調査の結果がまとまりました。
　今回の調査について、市内各区長さん、各班長さんのご協力によって全世帯
（9，800戸）を対象に配布調査したものです。

　今後、白石市新県民生活運動推進の羅針盤として活用していくことにします。

祝
儀
香
典
の
額
は

問
1
　
あ
な
た
の
家
庭
で
は
、
祝
儀

や
香
典
の
額
を
ど
ん
な
方
法
で
き
め

ま
す
か
。

①
自
分
の
家
で
相
談
し
て
き
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
％

②
前
に
い
た
だ
い
た
額
を
参
考
に

　
し
て
き
め
る
。
　
　
五
三
％

③
隣
近
所
と
相
談
し
て
き
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
％

問
2
　
あ
な
た
の
家
で
は
、
次
の
場

合
の
交
際
の
金
額
は
、
今
ま
で
ど
の

位
で
す
か

①
婚
礼
祝
儀
　
弓
、
ロ
。
。
円
　
二
五
％

　
　
　
　
　
　
五
、
0
8
円
　
六
〇
％

　
　
　
　
　
　
三
、
O
巳
円
以
工
五
％

②
病
気
見
舞
　
　
三
、
目
。
円
以
上
三
七
％

　
　
　
　
　
　
二
、
ロ
目
円
　
五
〇
％

　
　
　
　
　
　
一
、
ヨ
O
円
以
土
三
％

③
お
　
　
悔
　
五
、
呂
。
円
　
一
〇
％

　
　
　
　
　
　
三
、
0
9
円
　
三
五
％

　
　
　
　
　
　
二
、
0
2
円
以
「
五
五
％

④
葬
儀
日
法
事
三
、
目
。
円
以
上
三
こ
％

　
　
　
　
　
　
二
、
目
O
円
　
四
八
％

　
　
　
　
　
　
一
、
。
目
円
　
二
〇
％

⑤
年
忌
法
事
　
　
五
、
O
呂
円
　
一
五
％

　
　
　
　
　
　
三
、
目
O
円
　
三
〇
％

　
　
　
　
　
　
二
、
0
8
円
午
五
五
％

⑥
せ
ん
別
　
　
五
、
ロ
目
円
　
二
五
％

　
　
　
　
　
　
三
、
。
8
円
　
四
五
％

　
　
　
　
　
　
二
、
。
8
円
以
工
二
〇
％

⑦
入
学
祝
　
　
五
、
。
8
円
　
一
五
％

　
　
　
　
　
　
三
、
。
8
円
　
三
〇
％

　
　
　
　
　
　
二
、
。
O
O
円
以
下
五
五
％

⑧
新
築
祝

⑨
出
産
祝

5
、
9
0
円
　
二
〇
％

五
、
目
O
円
　
三
五
％

三
、
目
0
円
以
下
四
五
％

五
、
O
目
円
　
二
〇
％

三
、
。
O
O
円
　
二
五
％

二
、
9
0
円
以
下
五
五
％

⑦
入
学
祝

⑧
新
築
祝

冠
婚
葬
祭
は
ど
の
よ
う
に

あ
な
た
は
、
現
在
の
冠
婚
葬

い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

⑨
出
産
祝

間
3

祭
に
つ

ま
す
か

①
　
い
ま
の
ま
ま
で
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
％

②
改
善
す
べ
き
だ
七
〇
％

③
　
わ
か
ら
な
い
　
　
＝
一
％

問
4
　
あ
な
た
は
、
次
の
場
合
、

一二三二三五一二三一
⊂＝）⊂二⊃⊂＝）⊂二⊃⊂二）OO⊂⊃OIコ
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円円伊田円田円円ヲ円
　　上下　　1二　　　上
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七三〇六〇四〇九一〇
％％％％％％％％％％

冠
婚
葬
祭
の
お
返
し

　
　
必
要
な
い
六
十
％

。ど

問
5
　
あ
な
た
は
、
次
の
場
含
の
お

返
し
も
の
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
。

①
病
気
見
舞
、
出
産
祝
、
お
悔

　
イ
、
　
必
要
だ
　
　
三
五
％

　
・
、
　
必
要
な
い
　
六
〇
％

　
ハ
、
　
わ
か
ら
な
い
　
五
％

問
5
～
1
　
問
5
で
「
必
要
だ
」
と
お

答
え
に
な
り
ま
し
た
が
、
何
円
位
の

も
の
が
適
当
と
思
い
ま
す
か
。

①
　
病
気
見
舞
　
は
が
き
（
礼
状
）

②
出
産
祝
　
　
手
拭

③
お
悔
　
　
　
は
が
き

問
6
　
あ
な
た
は
、
次
の
冠
婚
葬
祭

の
場
合
の
引
き
物
に
つ
い
て
ど
う
思

い
ま
す
か
。

①
婚
礼
、
法
事
、
新
築
祝

　
イ
、
　
必
要
だ
　
　
三
七
％

　
・
、
　
必
要
な
い
　
五
四
％

　
ハ
、
　
わ
か
ら
な
い
　
九
％

問
6
～
1
　
問
6
で
引
き
物
が
「
必
要

だ
」
と
お
答
え
に
な
り
ま
し
た
が
何

円
位
の
も
の
が
適
当
と
思
い
ま
す
か
。

①
婚
礼
　
記
念
品

②
法
事
　
は
が
き

③
新
築
祝
　
手
拭

間
7
　
あ
な
た
は
、
法
事
の
場
合
の

お
酒
を
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
う
思
い
ま
す
か
。

①
　
使
用
す
べ
き
だ
　
二
六
％

②
な
い
方
が
よ
い
五
七
％

③
わ
か
ら
な
い
　
一
七
％

問
8
　
あ
な
た
は
、
中
元
、
歳
暮
、

年
始
の
贈
答
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま

す
か
。

①
　
あ
っ
た
方
が
良
い
　
二
二
％

②
　
な
い
方
が
よ
い
　
　
七
〇
％

③
わ
か
ら
な
い
　
　
八
％

　
こ
れ
ら
の
調
査
に
も
と
づ
き
、
近

く
開
催
予
定
の
白
石
市
新
県
民
生
活

運
動
協
議
会
総
会
に
『
生
活
改
善
申

し
合
わ
せ
事
項
』
と
し
て
作
成
提
案

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
別
に
広
報
等
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

2

の
位
の
金
額
が
適
当
と
思
い
ま
す
か

①
婚
礼
祝
儀

②
病
気
見
舞

己
、
呂
0
円

五
、
。
8
円

三
、
O
目
円

五
、
。
目
円

三
、
目
O
円

【
五
％

四
〇
％

四
五
％

一
〇
％

二
五
％

　
　
　
　
　
　
二
、
O
暑
円
以
下
六
五
％

③
お
悔
三
、
目
0
円
以
上
四
五
％

　
　
　
　
　
　
二
、
0
8
円
　
二
五
％

　
　
　
　
　
　
一
、
8
0
円
　
三
〇
％

④
葬
儀
日
法
事
三
、
ロ
。
。
円
以
上
三
五
％

　
　
　
　
　
　
二
、
0
8
円
　
三
〇
％

　
　
　
　
　
　
一
、
9
0
円
　
三
五
％

⑤
年
忌
法
事
　
　
三
、
ロ
8
円
以
上
三
五
％

　
　
　
　
　
　
二
、
8
0
円
　
二
五
％

　
　
　
　
　
　
一
、
0
8
円
　
四
〇
％

⑥
せ
ん
別
　
　
三
、
0
9
円
以
上
二
五
％

　
　
　
　
　
　
二
、
8
0
円
　
三
五
％

意
外
に

　
　
低
か
っ
た
回
答
率

　
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、
市
内
九
、

八
O
O
世
帯
全
部
に
配
布
、
回
答
数

五
、
八
八
二
世
帯
で
回
答
率
六
〇
％

で
し
た
。
今
後
の
各
種
調
査
に
、
よ

り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

旧
助
け
合
う
心
と
心
が
非
行
を
防
ぐ

第
二
十
五
回
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
問
ー

　
市
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
運
動

を
機
会
に
青
少
年
の
非
行
防
止
に
、

い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
や
、
非

行
少
年
の
更
生
の
た
め
に
、
日
ご

ろ
更
生
保
護
の
た
め
努
め
て
い
る

人
た
ち

　
　
保
護
司

　
罪
を
犯
し
た
へ
た
ち
の
更
生
の

た
め
、
親
が
わ
り
に
相
談
相
手
と

な
っ
た
り
、
就
職
の
世
話
を
し
た

り
し
ま
す
。
白
石
市
で
、
二
十
四

人
の
人
達
が
、
そ
の
仕
事
に
活
躍

し
て
お
り
ま
す
。

　
更
生
保
護
婦
人
協
議
会

　
婦
人
の
立
場
、
母
性
愛
に
よ
っ

て
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
と
め
る
婦
人
の
会
で
、
市
内

に
百
十
四
名
の
会
員
が
お
り
、
活

躍
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
’
二

灘
態
『
趨
羅
額
繋
繍
麟
越
鑛
獺
繋
麟
轟
竃
磯
隷
　
　
象
箋
　
　
婆

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
七

月
一
日
か
ら
一
カ
月
間
、
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
と
し

で
二
十
五
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
者
予
防
更
生

法
の
施
行
を
記
念
し
て
、
二
十
六
年

か
ら
法
務
省
の
主
唱
に
よ
り
始
め
ら

れ
た
も
の
で
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
、

国
民
す
べ
て
が
力
を
合
わ
せ
、
明
る

い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
す
る

運
動
で
す
。

噸
凝藁
　　餅

　　舞

　　　誉

　
　
本
年
度
の
目
標
は
「
地
域
住
民
の

連
帯
に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防
止
」

　
と
定
め
七
月
一
日
か
ら
］
カ
月
間
、

　
全
国
的
に
こ
の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま

　
す
。

　
　
次
代
を
担
う
、
青
少
年
の
非
行
を

　
防
止
し
、
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と

　
は
、
だ
れ
も
が
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り

　
ま
す
。

　
　
そ
の
た
め
に
は
、
全
市
民
が
連
帯

　
し
て
こ
れ
に
参
加
し
、
地
域
ぐ
る
み

　
で
非
行
防
止
に
努
め
る
こ
と
が
必
要

　
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

　
　
　
　
レ
、
難
“

　
　
　
　
　
　
　
識
　
　
　
、
　
｝
　
｝
“

崖
⊆
倉

　
　
　
ピ

。
毅
琶

　　　　　7月21日～8月20日
　　よい子になるための一週問

欝

㊧　　　　し・てんしゃの
　　　　5、たりのりをしない㊧　　みぎはしを

　　たたしくあるく

黙
男

“
〃
『

脈
躍

欝
・
・

　
鱗

⑤

轡
轡

拶
参

嚇
㊨

1鶴毒，　
　
　
弧
黙

マ．嚢饗嚢轡　靴

3



しあ

わ世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
た
き
り
老
人
に
幸
せ
運
ぶ

　
移
動
入
浴
車
の
愛
称
を
公
募
し
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
方
々
か
ら
愛
称
を

寄
せ
ら
れ
た
中
か
ら
、
　
“
し
あ
わ
せ

号
”
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
蔵
本
の
高
橋
敬
治
さ
ん
、
八
幡
坂

の
高
橋
隆
さ
ん
、
柳
町
の
松
田
作
松

さ
ん
、
涌
谷
町
の
加
藤
憲
さ
ん
、
寺

屋
敷
の
菊
地
ト
ミ
さ
ん
が
同
『
作
品

と
な
リ
抽
選
に
よ
っ
て
、
菊
地
ト
ミ

さ
ん
が
採
用
者
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
あ
わ
せ
号
（
移
動
入
浴
車
V
は
、

給
湯
設
備
や
そ
の
他
入
浴
器
具
を
備

え
て
お
り
、
浴
槽
を
家
庭
内
に
持
ち

込
み
座
敷
等
で
入
浴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
し
あ
わ
せ
号
に
は
、
保
健
婦
と
専

門
職
員
二
名
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

家
族
の
方
の
手
を
借
り
ず
に
、
入
浴

出
来
る
よ
う
心
を
配
っ
て
お
り
、
安

心
し
て
入
浴
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

過
日
、

し
あ
わ
せ
号
に
同
行
し
て

　　　　　　　　　　ゑ　　　　　　が　ごヨし　　　　　　　　　　、擁曝、》
　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　

　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
や

　　　　　　　　　　　　　　ザの　　　　　　　　　　　　　　アア　　　　　　　　舞　　　　　　　　　　一藤癩欝　　隔
　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　塾1弩摯マ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヂ　　　　　　　　つ　　　　　　　　講　　　　『鱈一　一

じ量蓼醒、
12η㌧鋪礪、伊臨

伊
踊
躍
、

ノ
鶴

ひ
嘩

華
　
灘
灘

穆
、
穣

大
鷹
沢
地
区
の
一
条
ま
つ
よ
さ
ん
宅

を
訪
れ
て
み
ま
し
た
。

　
ま
つ
よ
さ
ん
は
働
き
者
で
、
今
ま

で
病
気
ひ
と
つ
し
た
事
も
な
い
人
で

し
た
が
、
昨
年
身
体
が
不
自
由
に
な

り
、
ね
た
き
り
の
毎
日
が
続
き
、
大

好
き
な
風
呂
に
も
入
る
事
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
市
で
、
し
あ
わ
せ
号

（
移
動
入
浴
車
）
を
運
行
し
て
い
る
こ

と
を
聞
い
て
、
早
速
申
込
み
ま
し
た

と
こ
ろ
、
庭
先
き
ま
で
車
が
入
り
、

鱒
｝
、

ノ
u

辱

鉱

　　　　　　　　　　溺
　　　　　　　　　こ　　　　　　　　1
　　　　　　　『奎
　　　　　藝、

　　ミ

浴
槽
を
座
敷
に
セ
ッ
ト
し
て
、
入
浴

が
出
来
た
と
、
喜
び
を
次
の
様
に
語

っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
お
か
げ
さ
ん
で
、
お
風
呂
に
入
れ
’

て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
に
不
自
由
な

身
体
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
も
ら
い
、

と
て
も
気
持
ち
よ
か
っ
た
ご
と
涙
ぐ

　
利
用
出
来
る
人

　
市
内
居
住
者
で
、
六
十
歳
以
上
の

ね
た
き
り
老
人
で
、
医
師
が
入
浴
可
㎝

能
と
認
め
た
方
。

　
利
用
手
続
き

　
移
動
入
浴
車
の
派
遣
を
希
望
す
る
っ

　
　
　
峨

ゼ
ノ
▼

方
は
、
市
に
備
え
付

け
の
移
動
入
浴
車
派

遣
申
請
書
に
医
師
の

診
断
書
を
添
付
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

．
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’
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』
叛
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簑
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・
爆

　
皿

、
謁
ミ
．
ヨ
昌
「
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　　7月！日から自動二輪車の運転者がノーヘルの場合　　　　σ　1ク〆
　　（ノーヘルの人を乗せた場△も含む）は　点数制度が　　9　　織イ
　　適用され、1回の違反に1覧点数が葡られます．置，糧難7
　　必ずヘルメットをか、～ミり安全運転をしましよう。　　　湯養
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道ひとすじ

本市より四氏叙勲

市民会館において6月11日叙勲祝賀会力

　テわ才しました。

小野各界において貢献のあった筋一道

一τ「細丁…　　麗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パを　　　　藤　　　　　倉　　　　　　　　野　　　　　　　　　款

團潮隠璽團團1園濾

恭次郎（地方自治）、境野有一（消防〉、片倉巌（農

産物流通事業〉、遠藤忠雄（和紙製造事業）の

4氏が晴れの叙勲の栄に浴されました。

一状一一一一一一…一呪街め請題一………一一一一

　　　　　　1　　　　．、．，．．．．一．．　ら6刈田地区中体連

、奮証翻、蟻藝議欝謄1・日白

紬確額鑛『’翻毒鞭市内6校をはじめ11校が参加し、代表選手

繹麟　1騨鱒　、、‘～謬廉嘩鷲綴飢ゑ難離

『
、
．

史
跡
散
歩

郡
山
館

④
中
世
（
鎌
倉
時
代
よ
り
戦
国
時
代
）

白
石
市
史
編
纂
委
員
飯

　
中
世
と
は
、
奈
良
時
代
に
私
財
と

　
　
　
　
　
　
　
し
よ
つ
え
ん

し
て
公
認
さ
れ
た
荘
園
の
年
貢
・
雑

役
な
ど
の
徴
収
・
自
衛
の
必
要
上
次

第
に
有
力
に
な
っ
た
武
士
階
級
が
中

央
政
権
を
執
っ
た
鎌
倉
幕
府
（
十
二

　
　
　
　
　
　
し
っ
け
し
　
留
こ
ち

世
紀
）
以
来
、
執
裡
や
守
護
地
蝿
が

権
力
を
握
っ
た
が
政
権
が
安
定
せ
ず

南
北
朝
・
室
町
と
政
権
が
交
代
し
、

百
姓
を
苦
し
め
た
戦
乱
（
武
士
の
土

地
所
領
欲
に
基
づ
く
）
が
長
年
月
、

各
地
に
続
い
た
後
こ
れ
ら
の
戦
国
大

名
を
信
長
・
秀
吉
が
統
↓
す
る
ま
で

の
約
四
百
年
間
を
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て

　
こ
の
時
代
に
は
武
士
豪
族
は
館

（
山
城
ー
但
し
大
鷹
沢
田
中
館
は
平

地
に
あ
る
）
の
麓
に
広
大
な
館
（
屋

敷
）
を
構
え
て
平
時
は
農
業
を
営
み
、

在
家
と
呼
ば
れ
る
堀
や
垣
を
め
ぐ
ら

し
た
約
二
㎞
の
田
畑
内
の
屋
敷
に
住

み
営
農
し
て
い
て
戦
時
に
館
主
に
従

　
　
　
　
　
　
い
え
の
こ
ろ
う
と
う

が
い
山
城
に
籠
る
家
子
朗
党
や
在
家

農
民
の
生
活
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

　
白
石
市
史
⑤
史
料
篇
q
う
に
亘
理
梧

郎
委
員
が
担
当
し
た
3
9
頁
以
下
を
見

て
も
、
中
世
史
料
は
質
量
共
に
少
な

く
、
特
に
中
世
の
鐘
銘
や
供
養
碑
・

板
碑
な
ど
の
金
石
文
は
、
白
石
市
内

に
は
未
発
見
で
あ
り
、
中
世
史
研
究

の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

最
近
東
北
自
動
車
道
に
沿
う
中
世
の

沼
　
寅
治

建
物
跡
の
発
掘
や
、
室
町
初
期
と
見

ら
れ
る
犬
卒
都
婆
の
窯
跡
の
調
査
が

進
ん
で
お
り
、
喜
ば
し
い
限
リ
だ
。

　
市
内
に
は
中
世
の
館
の
遺
構
が
約

二
十
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
中
に
は
既
述

の
よ
う
に
南
北
朝
時
代
の
根
城
館
や

三
沢
城
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

に
拠
っ
た
郷
土
の
豪
族
は
伊
達
八
世

の
宗
遠
時
代
頃
か
ら
そ
の
軍
事
的
庇

護
を
受
け
始
め
た
ら
し
く
、
享
禄
末

年
（
一
五
三
二
）
に
は
、
白
石
氏
は

全
く
こ
れ
に
臣
従
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
表
紙
写
真
の
刈
田
十
七
ヶ

城
の
一
で
あ
る
郡
山
館
は
、
天
文
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ね
む
ね

五
年
（
一
五
四
六
）
に
父
植
宗
と
の

争
乱
で
晴
宗
（
政
宗
の
祖
父
）
が
入

城
し
た
白
石
館
に
程
近
く
、
大
き
な

役
割
を
果
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
実

測
の
結
果
石
垣
組
の
土
手
・
堀
・
馬

出
・
井
戸
等
を
確
認
出
来
た
．
こ
れ

ら
の
館
の
実
測
は
中
世
史
解
明
の
鍵

と
な
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
現
在
編

さ
ん
委
員
会
で
は
着
々
と
そ
の
作
業

中
で
、
そ
の
成
果
を
白
石
市
史
第
三

巻
に
図
示
明
確
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
な
に
な
に
う
ち

　
又
各
村
に
残
る
「
○
○
内
」
と
い

う
地
名
は
在
家
に
由
来
し
た
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
ほ
り
の
う
ち

館
の
つ
く
地
名
や
堀
内
等
と
共
に
中

世
以
来
の
集
落
で
、
地
名
の
研
究
も

中
世
史
解
明
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

5



成人病検診（やすらぎ号）

三住・蔵王・不忘・長峰地区対象

　「やすらぎ号」による成人病検診

を実施いたします。ご自身の「健

康管理」のために、受診されます

よう、おすすめいたします。

1〉　日時及び会場

会場

三住分校

蔵王分校

不忘分校

長峰分校

実施日

7月7日

7月8日

7月14日

7月工5日

受付時間

13：30～14：00

13：30～14：00

13：30～14：00

13：30～14：00

レ対象者
　三住・蔵王・不忘・沼・川原子

地区の方で、30才以上の市民が対

象となります。

レ検査種目
　血圧・尿、その他必要に応じて

心電図、眼底血液検査も行ないま

す。

なくそう

　　夏山の遭難事故

　とかく夏山という気軽さから、

遭難することが多くなってきます。

　夏山登山を楽しく、思い出多い

ものにするため、みんなで次の事

を守りましょう。

　登山計画は綿密に

①登る山をよく確かめる。

②登山計画に無理はないか。

③事故の際の連絡先の確認。

　装備は万全に

〉　雨衣、セーター、手袋、地図

　磁石、薬品、非常食（2食分）。

　統制ある行動

①山を軽視しない。

②気象の変化に＋分注意し、悪

　天候のときは、計画を中止する。

　守ろう山のマナー

①山小屋、指導標等は大切に。

②高山植物は採取しないように。

　　　　　　（自石警察署）

7

働く婦人の家“清安荘，，

講座生徒を募集しています

　働く婦人の教養の場、レクリエ

ーションの場として、お気軽にご

利用ください。7月よひ）下記講座

を開設いたします。お友達お誘い

あってご応募ください。

》会場働く婦人の家
〉資　格　市内居住の勤労婦人

　　　　勤労者家庭主婦

〉講座

講座名

きもの着

付け講座

料理・
健康教室

手芸教室

本を読む会

募集
人員

20人

30人

20人

15人

実施日

毎週
土曜日

第　3
日曜日

第　4
木曜日

毎週
土曜日

第　2
土曜日

時間

13：00

～15：00

10：00

～14：00

13：00

～15：00

13：00

　～15：00

〉申込方法　7月5日まで、働く

婦人の家（⑤5095）か市役所商工

観光課（⑤2111）へ申込み下さい。

レ経　　費　受講料は無料、但し

教材費実費ご負担いただきます。

白石市の人口
　　　　　　　6月1日現在
　　　総人ロ41，181人
　　　　男20，044人
　　　　女21，137人
　　　世帯数　9，908世帯

夏休みだ、図書館に行こう！

　新しい本が一ぱいあるよ

　　（新潤児童図書〉

　もうすぐ夏休みです。図書館で

は、よい子のみなさんのために、

新しい本をいっぱい、そろえてみ

なさんのお出をまっております。

のりもの絵どうわ　　f皆成社

創作どうわシリーズ　　　　’・

幼年版シートン動物記　　　〃

作文がすきになる本　　あかね書房

　科学のアルバム（カラー）　”

　創作文庫　　　　　　　ポプラ社

　新しい世界の童話シリーズ学習研究社

　世界の傑作童話　　　　　　・’

　絵本むかしばなし　　国　土　社

　蒸気機関車　　　　　　〃

　小学生工作の本　　　　小峰書店

　ファーブルこんちゅう記　　〃

　目本ふしぎ探検　　　　　　”

　世界ふしぎ探検　　　　　　〃

一今月の納税一一一r
国　　　　　　　　　　　　誕
lI】　　　　　　　　　　　ll
lI】　　　　　　　　　　　国
1固定資産税第2期1
凹　　　　　　　　　　　　ll
l　国民健康保険税　第2期　ll

回　　　　　　　　　　　囲
国　　　　　　　　　　　　田

老人福祉センター
　60才以上の方に利用
　証発行して沿ります

書道・囲碁・将棋＝8日・22日

民謡・謡曲・詩吟＝4日・18日

　　生花・茶道＝1日・15日

　　　　　盆栽こ2日・16日

7月の相談日

相談　区分
行　政　相　談

定期生活相談
社会保険相談
高令者職業紹介

人権無料法律
交　通　事　故

補聴器巡回サービス

相談日

12

5・15・25

22

1・15
5

18

11

時　　 間

13：00～15：00

10：00～12＝00

10：00～15：00

10：00～12＝00

10：00～12：00

10＝00～15：00

9二〇〇～11：00

場　　 所

市役所市民相談室

市役所第2会議室

市役所

市役所福祉事務所

斤一戸役市

市役所

市役所福祉事務所

　昭和50年度　国民健康保険特別会計
予算総額　　880，000，000円（81呂P∫FD　　l、卜f、乞科Lll

歳

入

歳

出

穴士
．
『

国　　保　　税

国庫支出金
て　　の　　他

十

f呆　F貧　糸含　f寸　費

保険施設費
て　　の　　他

計

昭和50年度
317，283

5367509

27，516

881，308

819，427

18，410

43，471

881，308

昭和49年度
218，294

414，528

24，096

656，918

609り818

14，234

32，866

656，918

　
健
康
な
時
に
献
血
し
て
他
人
を
助

け
、
万
一
自
分
が
病
気
に
な
っ
た
時

に
は
、
み
ん
な
の
献
血
で
助
け
て
．
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
み
な
さ
ん
の
医
療
費
の

自
己
負
担
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し

よ
う
と
、
国
民
健
康
保
険
の
内
容
充

実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
九
年
十
月
診
療
分
か
ら

『
高
額
療
養
費
支
給
制
度
』
を
設
け
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
医
療
費
自
己
負
担

額
が
三
万
円
を
超
え
た
場
合
、
三
万

円
を
超
え
た
分
を
市
が
負
担
し
て
、

類
肢
識
醐
艘
一
器
齢
卿
鮒
測
u
吃

饗
霧
曙
墾
餅
、
．
糠
嘉
、
　

骸
籍
繋
嚢
魁
鵡
、
磯
盤

割
）
を
自
己
慰
で
・
病
院
・
熱
所
　
ず
　
讐

診
療
所
に
支
払
い
ま
す
・
そ
の
支
払
被
保
険
者
証
怨
・
病
院
等
に
羊

っ
た
六
万
円
か
ら
、
三
万
円
を
超
え
支
払
い
し
た
受
領
書
を
持
参
し
て
・
虚

た
分
、
す
な
わ
ち
三
万
円
が
あ
と
で
　
市
役
所
保
険
課
で
手
続
き
を
し
て
く
　
茄

市
か
ら
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
　
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宣

れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
払
い
は
診
療
を
受
け
た
月
の
翌

　
支
給
手
続
き
方
法
　
　
　
　
　
　
　
々
月
の
末
日
と
な
り
ま
す
。

　
今
月
は
、
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
　
補
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
で

動
月
間
で
す
。
年
と
と
も
に
高
ま
っ
　
　
こ
れ
が
輸
血
で
す
。

て
い
る
献
血
運
動
を
さ
ら
に
盛
り
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

げ
る
た
め
、
血
液
に
対
す
る
正
し
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法

知
識
と
献
血
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
　
　
　
　
　
　
　
　
『

え
て
み
ま
し
よ
う
．
　
　
　
　
　
㍗
　
　
”

　
血
液
は
人
間
の
生
命
が
母
体
に
宿
　
　
　
も
．

っ
て
か
ら
、
こ
の
世
に
生
れ
一
生
を

終
る
ま
で
、
一
秒
も
休
み
な
く
活
動
　
　
血
液
の
代
替
物
は
な
い
　
　
　
　
　
人

を
続
け
、
私
達
の
生
命
を
保
持
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

く
れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
科
学
の
進
歩
し
た
今
日
で
も
、
血
　
す

　
こ
の
血
液
を
一
時
に
多
量
に
失
え
　
液
を
人
工
的
に
作
り
出
す
こ
と
は
不

ば
、
生
命
に
か
か
わ
り
ま
す
。
　
　
　
可
能
で
す
。
現
在
人
工
血
液
に
つ
い
　
け

　
そ
れ
で
大
怪
我
や
大
手
術
の
際
に
　
て
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
血
液
の
　
に

は
、
ど
う
し
て
も
失
わ
れ
た
血
液
を
　
も
つ
機
能
を
す
べ
て
ま
ね
る
こ
と
は
　
た

輸
血
に
必
要
な
血
液
は
、
一
人
皿

が
助
け
合
い
の
精
神
で
、
お
互
い

献
血
し
あ
う
こ
と
が
必
要
な
の
で

献
血
に
ご
協
力
を

で
き
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
人
間
の
血
液
は
、

入
間
の
血
液
で
お
ぎ
な
う
以
外
に
方

法
が
な
い
の
で
す
。

高
額
療
養
費
支
給
制
度

　
　
　
　
医
療
費
月
三
万
超
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∠

さ
は
ヤ
み
な
さ
ん
の
　
　
　
の
　
み
な
さ
ん
の
　
　
　
の
　
　
ゑ

．
謹
鱗
雛
麓
鞍
く
し
ー
す
ー
魚

　　高額療養費支給制度のしくみ
く例〉月20万円の医療費がかかった場合

一一一一一総医療費20万円一一一曹一

匡］f粟負打［7害Il

　14万円

本ノ、負抑3割

　6万円

ノ∫円i

3万円

あとで高韻療養費として支給3万円

乍人負担3割6万円
の内3万円を超えた
分3万円かあとて支
給されるので実賢3
万円か個人負担とな
る。

　白石ユネスコ協会会員募集

　事業内容　講演会、音楽会、展示会、海外留

　　　　学生との交歓会……
　資　　格　性別・年令を問わない

　会費年1、500円
　申込先中央公民館費（6）2453
【目的】ユネスコ憲章の精神に則り、教育・科学文化

　　を通じて、世界平和と地域社会の向上、会員相
　　互の親睦をはかる。

　白石ママクラブ会員募集
　　　　（バレーボール）
いつまでも若く，健康をたもつた
め，お気軽るに参加しましょう！

資　格　　家庭の主婦、年令問わす

練習日　　毎週火曜・金曜18．30～20．30

場所　第一小学校体育館
申込先　　中央公民館岱（6）2453

騎．藪盤一響
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月日

7．1

1

2

2

3

7
月
－

8

8

9

10

14

14

16

16

17

22

23

23

24

28

28

行事内容

健康相　談
妊　婦　相　談

健　康　相　談

妊　婦　相　談

3カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　相　談

健　康　相　談

妊　婦　相　談

12カ月児検診

3カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　相　談

健　康相　談

妊　婦　相　談

6カ月児検診

3才6カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　相　談

6カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　相　談

受付時間

9＝30～11：30

13：00～14：00

9：30～12：00

13：00～14：00

13＝00～13：10

9：30～12：00

13：00～14：00

9＝30～11：30

13：00～14：00

13：00一一13：10

13：00一一13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11＝30

13：00一一14：00

13：00～13：10

12：30～13：00

13：00～15＝00

13：00～15：00

13：00－13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

所場

越河出張所
越河出張所
大鷹沢出張所

大鷹沢出張所

白石保健所

白石市役所
白　　イf　市　紘と　戸斤

白　　川　　出　5長　戸斤

白川出張所
市　民　会　館

白石保健所
大　平　分　室

大　平　分　室

福　岡　分　室

福　岡　分　室

市　民　会　館

白石保健所
小原元診療所
／J・原元言参療戸斤

市　民　会　館

斉川出張所
斉川出張所

対 象 者

越河地区の方

越河地区の方

大鷹沢地区の方

大月尺地区の方

3月出生者で越河・斉川・大平・大鷹沢・白川
・福岡・小原地区の方

白石地区の方

白石地区の方

白川地区の方

白川地区の方

昭和49年6月出生の方

3月出生者で白石地区の方

大平地区の方

大平地区の方

福岡地区の方

福岡地区の方

1月出生者で白石地区の方

昭和47年1月出生の方

小原地区の方

小原地区の方

1月出生者で越河・斉川・大平・大鷹沢・白川
・福岡・小原地区の方

斉川地区の方

斉川地区の方

　　　3才児をもつ親との

　　教育相談会
7月11日1金10：00～15100

　　　　　　　　　　　市役所大会議室

　　　1》心としつけの話し
　　　［》体についての話し

講師

陵グループ相談
［》個別相談

東北大学助教授

大河原教育事務所教育相談員

大河原町立病院小児科医長

寺田　　晃

渡辺　文夫

大沼英太郎

日本舞踊
茶道裏下家

料　　　理

華道池坊
華道小原流

和　　　裁

＊勤労青少年ホーム＊

7・14・21・28

1・　8・15・22

1・　8・15・22

3・10・17・24

4911・18・25

5・12・19。26

民　　　　　5雷　　4・11・！8・25

リボンフラワー　 3・10・17・24

社二交タ1ンス　　3・10・17・24

ヒ『ンポン　8・1〔）・15・17

　　　　22・24・29・31

7月の休日当番医

日

6

13

20

27

曜

日

日

日

日

内　　　科

加藤（司）医院⑤2001

引地医院⑤2036

柿崎医院⑤2210

亘理医院⑥3355

外　　　科

刈田病院⑤2145

宮城医院⑤2062

刈田病院⑤2145

加藤（ゴO医院⑥2653
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